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本邦炭層ガスの吸脱着性について筆者は過古に国内各地の炭層切羽に於いてそのガス発生量を調べ、且つ切羽
から採取した石炭について高圧ＣＨ４ガスの吸着、脱着試験を行ってその特性を調べ報告した。これらの結果は
最近アラバマ大学で行われた国際シンポジュウムに於いても報告してきた。　このシンポジュウムに於いて１９
９９年以降は CO2 の石炭に対する吸着性が測定され、　炭層への炭酸ガス封鎖または固定に関する技術開発が提
案されるようになってきた。　さらに昨今カナダ、ヨロッパを中心にオーストラリアに於いて炭層への CO2 封鎖
のプロジェクトが進められ、世界的に温室効果ガスの地下固定法として注目されてきた。　我が国に於いても　Ｊ
coal　を中心に、各大学、企業が協力して、国内の炭層への CO2 固定を研究しようとしている。　しかしこの問
題は CO2 と本邦石炭の物理化学的性質に関する基礎研究はもとより、炭層中でのガス移動に関する貯留層工学的
研究実績が不足しているので、早速これらの基礎研究や現場実験サイトでのパイロットテストが早急に実施され
なければ、世界の先進国の技術水準に伍して行くことは難しいと思われる。特に貯留層工学の分野は石油工学の
技術に於ける油層工学の応用分野であるので、米国では石油会社の技術がこの方面で展開されようとしている。
我が国でも石油技術者がこの方面に進出すれば高い技術水準で、この技術開発に取り組むこと事が可能である。
この際、炭層の油層工学的特性を取り込む必要がある。即ち、炭層の浸透性、孔隙率、濡れ、ガス拡散率、ガス
包蔵率、石炭組織、炭理、亀裂、炭質、また地質学的には検層や地表探査で断層、地層の傾斜、隣接層の岩質等
を確認し、シミュレーションによりガスの移動を予測して行くプログラムを作成する事が必要である。
此処で、筆者は本邦炭層のＣＨ４吸着特性から見た CO2 の封鎖可能性とその量について予想し、炭質からその

難易度について検討を行い、且つ此の技術の展開を計るためにどのような方法を採用すべきかについて、私見を
のべたい。
（１）本邦炭田の石炭埋蔵量と海域に於ける炭層の広がり
　この研究に先立ち、我が国において CO2 固定の対象になる炭層はどの位、存在したか知っておく必要がある。

我が国に於ける炭田の調査は昭和２６年の全国埋蔵炭量炭質統計調査の第一次調査が行われ、この後昭和３０年
の調査での理論可採埋蔵量は２０２億４６００万トンと示された。この内従来採掘されてしまった炭量を除外し、
かつまた浅い炭層の量は除外しなければならないが、米国では一般に採掘された炭量の１０倍が残留すると言わ
れている。海洋の炭田については調査が未だ不十分であるが、基礎試推の結果では三陸沖、常磐沖、五島灘等で
炭層の存在が確認されていて、これらの炭層ガスの存在も期待されている。

（２）我が国石炭のＣＨ４吸・脱着能から見た炭層ＣO２固定可能性
  我が国炭鉱の主要稼行炭層のＣＨ４吸・脱着性に就いては筆者はかって石炭協会の依託をうけて調査、実験

を行った。この結果では調査対象の石炭は約５～２０ｍ３/ｔ　位で、ガス脱着量、脱着速度は炭化度に依存する。
夕張、大島炭はガス包蔵量も多く、脱着速度も速い。太平洋、羽幌炭はガス量、速度共に少ない。これらの結果
は海外のそれと殆ど変わらない。また海外の研究ではＣO２の吸着量は臨界点以下でＣＨ４の約４倍と言われてい
る。

（３）ＣO２固定の現場試験実施案
  海外に於いては既にＣO２の炭層固定の為にパイロットテストが各地で行われている。我が国でもこれら研

究の情報を得るため、J COAL　はこれらの研究グループを組織し、国内でマイクロパイロットを計画している。
この場合重要な事はフィールドサイトの選定と合目的的なテスト方法の選択である。この点について私見を述べ
る。


